
地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名：特別養護老人ホームしおさい新館 

ｻｰﾋﾞｽ種類：□グループホーム ・ □小規模多機能型居宅介護 

■地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

□地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護

日  時：令和 5年 2月 3日（金曜日）10時 00分～11時 00 

場  所：しおさい会議室 

出 席 者：8人 

利用者代表 0人 知見を有する者 0人 

利用者家族 2人 大田市職員 1人 

地域住民の代表 2人   

事業所職員（職名：施設長 主任 リーダー ）            3名 

報告事項： 

利用状況 

① 入所者の人数 18名（退所 4名 入所 2名 定員 20名) 

② 要介護度   要介護 5 9名 ・ 要介護 4 6名 

   要介護 3 3名  

③ 男女比率   男性 2名 ・ 女性 16名 

④ 年齢     63歳～98歳 平均 89.7歳 

 

 介護状況 

① 起き上がり全介助 18名 

② 胃瘻     0名 

③ 排せつ全介助 18名 

④ チェアインバス：ストレッチャー入浴 13名：5名 

⑤ 肺炎入院   0名 

⑥ 褥瘡     1名(病院で形成 徐々に改善) 

⑦ 重度拘縮   1名 

⑧ 苦情相談   0件 

⑨ 身体拘束   0 



⑩ 受診以上の介護事故  0件              

 

１、施設長挨拶 

   特養で職員がコロナにかかったが利用者への感染はなかった。市内小中

学校でインフルエンザが流行している。引き続き、手洗いうがいの徹底、

出勤時の検温、体調不良時は休むことを徹底し施設内に持ち込まないよう

にしている。 

 

２、新型コロナ感染症対応状況 

 しおさいの状況 

利用者罹患 なし 

職員 

罹患 

本人 1 名 

家族 １名 

面会 直接面会・窓越し面会 

・地域、状態に関わらず面会直前に抗原検査陰性なら直接面会可。 

・家族用オンライン面会予約サイト設置（大好評）。 

  大半の家族はオンライン予約利用 

  家族以外の面会が電話予約の中心 

外出希望 現在なし 

備品 医療用簡易抗原検査キットの備蓄 島根より多量配布あり 

迅速対応のため職員には 25 本ずつ配布済、必要に応じて使用中 

検査協力 なし 

家族等通知 ＬＩＮＥ公式アプリの活用。利用者 18 名分の家族が登録、利用中。 

 

 

 

 

 

 

 

 



３、ユニット活動状況 

 

・12 月にクリスマス会を開催。レク委員が各ユニットを回り、そのユニットで

行事を行うことが定着してきた。レク委員(サンタクロース)が箱から登場し利

用者一人ひとりに美味しい物をプレゼント。プレゼントはマドレーヌ、チョコ、

ゼリー。そのまま食べる事が出来る方は少ないが、食べやすく加工して提供。

普段のおやつはゼリーやプリンなどツルっと食べやすいものが多いが、普段と

違う特別感が感じられたかと思う。 

 

・お正月はオセロ、生け花、棒体操、ボール転がし、百人一首を行った。百人

一首を全部覚えている利用者より「お正月は百人一首がしたい！」と希望があ

り、見やすく大きな札の百人一首を新たに購入した。「したことない・・」と言

われる利用者もいたが、実際やってみると「あった！」と何枚も札を取られ一

番楽しんでおられ「もう一回」とリクエストされていた。 

 

・新しい面会室は家族側、利用者側ともに冷暖房完備のため家族からも好評。

マイクもついており聞こえる方は電話のように耳に当て会話している。難しい

方は職員が間に入って家族の言葉や利用者の言葉を伝達している。ひ孫を見せ

にくる家族は多くおられ、利用者も喜んで涙する方が多い。 

 

・以前のように居室からの窓越し面会を希望される家族もいる。慣れた場所の

面会の方が利用者の表情も良い場合もあるため、利用者や家族の希望を聞きな

がらそれぞれにあった面会をしてもらえたらと感じる。 

 

・面会になかなか来ることができない家族は、ライン公式を使い、孫やひ孫の

写真を送ってきてくれる。その写真を見ながら利用者の喋る言葉を職員がライ

ンで打ち、間に入ってやりとりをしている。 

 

・昔からお酒が好きな利用者が年末に「飲みたいなぁ・・」と言われた。看護

職員と相談し元旦の午前中に日本酒をお猪口についで飲まれた。何十年ぶりに

飲まれたよう。 

 

 

 

 

 



４、サービス提供の状況 

 

(地域住民代表)利用者で目が見えにくい人はいるのか。 

→(ユニットリーダー)年齢とともに目が見えにくくなる方は多い。見えにくい

人はナースコールに赤いテープを巻いたりすることで目印になって見えやすく

なることもある。一人ひとりに合わせたケアを行っている。 

 

 

(地域住民代表)在籍者数が 8名のユニットがあるが、待機者がいる状況なのか。 

→(主任)平成 28年に入所され長い期間しおさいで過ごされた方や状態が悪い方

が立て続けに亡くなられた。また、例年 1 月 2 月 3 月は亡くなる方が多い時期

になる。2月に入って入所された方はおられる。また、空き部屋は新規の入所調

整を行っている。 

 

 

５、その他 

 

市役所：大田市事業計画の見直し時期で、大田市民に無作為でアンケートを依

頼している。これを元に令和 6 年度の大田市のビジョンを作成していく。協力

有難かった。 

 

 

 

アンケート実施報告：別紙参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

次回予定 令和 5年 4月 7日（金曜日）10時～11時 


